
冬期の低温がコマツナの糖およびビタミンC含有率に及ぼす影響

はじめに

秋田市、盛岡市および宮古市は共に北緯400　に位置

しているが、冬期の気象は大きく異なる。日本気候表

（気象庁）によると、最寒月の1月の平均気温は秋田

市が－0．4℃、盛岡市が－2．5℃、宮古市が0℃で、盛

岡市は秋田市よりも2℃はど低いが、秋田市と宮古市

は同程度である。また、日射量は秋田市が4．7MJ、盛

岡市が7．1MJ、宮古市が8．1MJで、秋田市は太平洋側

の約6割程度である。このことから、本県の冬期にお

ける気象の大きな特徴は、低温、多雪に加え、日射量

が著しく低下することにあるといえる。

このような環境下では野菜類の量的な生産は温暖で

日射量の豊富な地域よりも劣ることは否めない。その

ため、本県の冬期間の野菜生産額は著しく少ないのが

現状である。しかし、近年、本県においても夏秋野菜

用のパイプハウス面積が徐々に拡大してきている。そ

の多くは冬期間、遊休化している現状にあるが、これ

らを有効に利用し、本県の低温条件をいかして、高品

質で付加価値の高い葉菜類を生産することができれば、

農家収入の増加が期待できる。

冬期の日射量が豊富な太平洋側において、ホウレン

ソウ栽培のハウス内に、平均気温で2～3℃の冬の冷

たい外気を導入することにより、糖および各種ビタミ

ン類の含有率が、密閉ハウスよりも高まることが加藤

ら3）、4）により報告されている。しかし、寡日射条件

では糖およびビタミンC含有率が低下するとの報告も

多い2）、6）。このことから、本県のような寡日射下にお

いても低温条件で糖およびビタミンC含有率が向上す

るかどうかは明らかではない。そこで、コマツナを供

試し、葉菜類の糖とビタミンC含有率に及ぼす冬期の

寡日射下での低温の影響を調査したので報告する。

1．試験方法

1）処理方法

試験は農試内の100Ⅱ打ヾイブハウス内で実施した。

ハウス内の地表面に、縦40cm、横60cm、深さ30cmのコ

ンテナを6個設置した。コンテナには1Ⅱf当たりの基

肥としてN、P205、K20を各10g、また、溶リン、

苦土石灰およびイナワラ堆肥を各60、100および2，000
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g施用した土壌を充填した。これらのコンテナに、19

96年11月1日にコマツナ‘せいせん7号’を条間20cm

で播種し、本葉2枚時に間引きして株間を5cmとした。

本県では11月以降は日射量が少ないため、ハウスを

密閉してもハウス内の日中の気温が上がらない。本試

験は、コマツナの内部品質に低温条件がどのように影

響するのかを調査するのが目的なので、当初から低温

条件で栽培しては目的を達成することができない。そ

こで、播種後、加温してハウス内の日平均気温を15℃

程度に保っようにした。1個体の生体垂が約13g、草

丈が約20cmになった12月25日に、4個のコンテナを無

加温パイプハウス内に移動して低温処理区とした。な

お、地温が極端に低下するのを避けるため、コンテナ

はパイプハウスの土壌中に埋め込んだ。また、加温ハ

ウスに残した2個のコンテナを対照区とした。

なお、試験期間中の気温は地表面からの高さ20cm、

地温は深さ5cmの地点を測定した。また、日射量はハ

ウス中央部の地表面からの高さ20cmの地点を測定した。

2）生育調査および試料の採取

地上部生体垂および草丈は10個体の平均値で示した。

葉菜類の成分含有率には日変動のおこることが知ら

れているので5）、本実験では午前9時から9時30分の

間に試料を採取した。これらを直ちに葉身と葉柄に分

けて5mm角に刻み、各3g秤量して試験管に入れ、分

析に供するまで－20℃で保存した。

3）分析方法

（1）糖：凍結試料3gに0．1Nの過塩素酸を5mg加え、

乳鉢で磨砕、抽出し、14mgに定容した。この後、15，0

00rpmで遠心分離し（トミー精工社，MRX－150型）、

上澄液を300倍に希釈して検液とした。測定はアンス

ロンー硫酸法により行なった。比色計はUVIDEC－4

型（日本分光工業）を用いた。

（2）ビタミンC：凍結試料3gに5％メタリン酸を5

m助口え、乳鉢で磨砕、抽出し、葉身は100mg、葉柄は

50mgに定容した後、ろ過して検液とした。測定はヒド

ラジン比色法により行なった。比色計は前述の機種を

用いた。
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2．試験結果及び考察

1）試験期間内の気象
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第1図　試験期間内の気象の推移

平均気温（●；低温処理○；対照）平均地温（▼；低温処理▽；

対照）　日射量（□）

第1図に処理期間内の日平均気温、日平均地温およ

び日射量を示した。日平均気温は対照区で13～15℃、

低温処理区では2～3℃で経過した。日平均地温は対

照区で11～15℃、低温処理区では4～5℃で経過した。

また、この間の日射量は2～4MJであった。なお、

図中には示さなかったが、対照区の日最高気温は16～

20℃、日最低気温は11～16℃、低温処理区の日最高気

温は5～13℃、日最低気温は－1～－3℃で経過した。

前述の加藤ら4）の外気低温処理の試験では、試験期

間内の日射量は4～8MJと示されている。このこと

から、本試験は加藤らの試験と比べ、寡日射条件下で

行なわれたといえる。

2）生育状況
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第2図　生体重の推移

低温処理（⊥）対照（□）

生体垂の推移を第2図に示した。低温処理区の生体

重は対照区に比べ、著しく抑制された。対照区では、

12月25日から2月10日までの47日間の増加量は71g／

個体であったが、低温処理区では同期間内の増加量は

34g／個体であった。草丈の伸長も生体重と同様に低

温処理区で抑制された（第3図）。コマツナ等の葉菜類

の出荷基準は草丈で20～30cm未満とされている1）。対

照区は12月25日から2月10日までの47日間で約16cm伸

長し、1月中旬には30cm以上となったが、低温処理区

では同期間内の伸長量は約6cmであり、2月10日の時

点でも29cmであった。このことは、低温にさらすこと

により、出荷期間の拡大が可能になることを示唆して

いる。
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第3図　草丈の推移

低温処理（▲）対照（□）

3）糖含有率の変化
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第4図　糖含有率の変化

低温処理（葉身；曽葉柄；●）対照（葉身；□葉柄；○）点線は食

品成分表値

第4図に低温処理区と対照区の糖含有率の変化を示

した。低温処理区の糖含有率は、葉身、葉柄ともに急

激に高まり、葉身では処理前の0．5g／100gFWから
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処理47日目には4．9g／100gFWに、葉柄では処理前

の1．1g／100gFWから処理47日目には4．5g／100gF

Wとなった。一方、対照区の糖含有率は葉身、葉柄と

もに大きな変化はなかった。

食品成分表のコマツナの糖含有率は2．9g／100gF

Wと示されており、本試験では低温処理により、この

値を大きく上回った。また、日射量の豊富な太平洋側

の冬期低温処理の値3）、4）とほぼ同程度になった。

低温処理区での糖含有率の増加は、生長と呼吸が抑

制されたことにより、光合成生産物の消費が減少し、

体内に糖が徐々に蓄積したことに起因すると考えられ

る。

4）ビタミンC含有率の変化
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第5図　ビタミンC含有率の変化

低温処理（葉身；■葉柄；●）対照（葉身；□葉柄；○）点線は

食品成分表値

第5図に低温処理区と対照区のビタミンC含有率の

変化を示した。低温処理区のビタミンC含有率は、葉

身では急激に高まり、処理47日目には処理前の57mg／

100gFWから135mg／100gFWとなった。葉柄では徐々

に高まり、処理前の19mg／100gFWから46mg／100g

FWとなった。一方、対照区のビタミンC含有率は、

葉身、葉柄ともに大きな変化がなかった。

食品成分表ではコマツナのビタミンC含有率は75mg

／100gFWと示されており、本試験では低温処理に

より、この値を上回った。また、日射量の豊富な太平

洋側での低温処理の値3）、4）とはぼ同程度になった。

以上の結果、本県の冬期の気象条件は、野菜生産に

不利とされてきたが、寡日射下においても、冬期の低

温条件がコマツナの新鮮垂当たりの糖およびビタミン

C含有率を高めるのに有効なことが明らかとなった。

このことから、本県においても冬期に栄養価が高く、

付加価値の高い葉菜類の生産が可能とみられる。

3．要約

冬期の寡日射条件下におけるコマツナの糖およびビ

タミンC含有率に及ぼす低温処理の影響を調査した。

本試験期間内の日平均気温は低温処理区で2～3℃、

対照区で13～15℃、日射量は2～4MJで経過した。

低温処理により、生体重の増加と草丈の伸長が抑制

された。草丈の伸長が抑制されることは、出荷期問が

拡大されることを示唆している。

新鮮垂当たりの糖含有率は、低温処理によって葉身、

葉柄とも急激に高まった。また、ビタミンC含有率は、

低温処理により葉身で急激に高まり、葉柄では徐々に

高まった。一方、対照区では新鮮重当たりの糖とビタ

ミンC含有率は葉身、葉柄ともに変化がなかった。

以上の結果、本県の寡日射下においも、冬期の低温

条件により、コマツナの新鮮重当たりの糖およびビタ

ミンC含有率が向上することが明らかになった。この

ことから、本県においても冬期に栄養価が高く、付加

価値の高い葉菜類の生産が可能とみられる。

4．普及上の注意

現在、本県では冬期の無加温ハウスにおいて栽培さ

れている作物は、ホウレンソウ、コマツナ、ナバナ、

チンゲンサイ等である。

葉菜類は氷点下の気温になると凍結する。しかし、

ホウレンソウやコマツナの凍結に耐える力は低温に馴

化することにより徐々に増大し、－15℃の凍結にも耐

えるようになる7）。したがって、ホウレンソウやコマ

ツナは特に保温管理の必要はなく、むしろ、十分に低

温に遭遇させることにより、栄養価が向上する。しか

し、ナバナやチンゲンサイは－5～－10℃程度の凍結

により、裂皮、表皮剥離、主茎葉の損傷等の傷害を受

ける場合があるので、保温をする必要がある。
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